
●点  鐘  谷口宏樹 会長 

●ソ ン グ [それでこそロータリー] 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、こんにちは。先週の例会は欠席し、大

変ご迷惑をおかけしました。申し訳ありませんでし

た。 

大変寒い日が続いておりますが、みなさん風邪な

どひかれていませんでしょうか？師走に入り、忘年

会等で体調も崩しやすい時期ですからくれぐれも体

調には十分お気を付け下さい。そのような慌ただし

い時期にも関わらず、昨日は衆議院選挙が行われ、

自民・公明の勝利という事で終わったという事で、

アベノミクスが国民から YES と言われたというこ

とになります。私は個人的に、このアベノミクスが

一時的なものではなく将来にわたって国民の為にな

る政策になることを願っている一人ですが、会社経

営には冷静に判断しなければならない面も多くある

と思います。期待もしていますし、反対に心配もし

ているというのが本心です。 

本日はプログラムで私がお話しさせて頂きますの

で、多少時間を短めにして、その分、みなさんがゆ

っくり食事をして頂き、近くの席の方と色んな会話

ができるように時間配分とコーヒーを準備しました。

このコーヒーについては吉池さんに相談したところ

快く受けて頂いて、本日準備して頂きました。吉池

さん有難うございます。 

東京赤坂に訪問した際、非常に余裕があり、ゆっく

りとしているという印象を受けました。本日はその

雰囲気が作れればと思い、このような設営にさせて

頂いております。 

それでは、最後に今年度の IM についてお願いさ

せて頂きます。12 月 3 日、府中の末広殿で会長・幹

事会の中でもＰＲがありましたが、本年度の IM は

福山丸の内クラブと福山北クラブがお世話クラブで

開催されます。その内容については金子ガバナーの

強調事項にある「職業奉仕」を取り上げた内容にな

ります。次年度は我々福山赤坂クラブがお世話クラ

ブとなりますので、多くの方の出席をお願い致しま

す。それでは、以上で会長の時間を終わります。 

 

 

 

 

＜配布物・回覧＞ 

1. ロータリーの友・ガバナー月信１２月号 

2. 2013-14 年度地区活動報告書 

3. 1 月 6 日（火）新年家族夜間例会の出欠表 

4. 週報 

5. 中国新聞及び山陽新聞「善行表彰」の取材記事 

 

＜例会変更等お知らせ＞ 

福山東 RC 12/24 を 23 日 18：30～W グランラセーレ

福山にてクリスマス家族夜間例会のため 

    12/31 及び 1/7 定款第６条一節により休会 

 

 

 

本日出席率 67.5％ 

（出席者 27 名 欠席者 13 名 出席免除者 3 名） 

前々回修正出席率 75％ 

 

LightUpRotary 

2014-15国際RI会長 

ゲイリーC.K.ホァン氏 

2014-2015       第８４１回例会  ２０１４年１２月１５日(月) 

 

会 長 谷口宏樹   副会長 今川忠男 例会場/ 事務局 福山市赤坂町赤坂1276一心ビル3F 
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福山赤坂ロータリークラブ週報 
 

●会長の時間 

●幹事報告 

●出席報告 



 

 

◆谷口宏樹会長 

先週は欠席し、大変申し訳ありませんでした。本日

は卓話をさせていただきます。宜しくお願い致しま

す。また、本日は古池さんのご厚意でコーヒーを準

備して頂いています。古池さん、ありがとうござい

ます。 

◆今川副会長 

谷口会長、半年間お疲れ様でした。あっという間で

したが、後期も宜しくお願いします。 

◆眞田幹事 

本日のプログラムは谷口会長による「前期を振り返

って」です。私自身も前期を振り返りながら、後期

に向けてしっかりと改善点を見つけ、少しでもお役

に立てるよう、頑張りたいと思います。 

◆佐藤会員 

今日は都合が出来まして、早退させて頂きます。 

谷口会長の卓話を聞くことが出来なくて申し訳あり

ません。 

◆馬場会員 

12 月 13 日(土)に福山市内で、親しい友人、知人の

みの結婚披露宴を行いました。福山赤坂ロータリー

クラブからも祝電を頂きました。誠にありがとうご

ざいました。 

◆江草会員 

「ダイアモックス」は故父が「肺気腫」で愛用して

いました。色んな用途があります。ご利用下さい。 

 

 

 

 

「前期を振り返って」 

 

 

 

 

 

 

100 万ドルの食事について 杉原康生会員 

 

100 万ドルの食事とは、例会で粗食の日を定め、そ

れによって得られた節約額を積立て、これを社会奉

仕、国際奉仕などの資金に繰り入れるものでありま

す。２ドル節約すると当時の５０万人のロータリア

ン全部では 100 万ドルになるという所からこの名称

ができました。 

 

 

次回例会 

12 月 22 日（月）12：30～ 一心ビル例会場 

「年次総会」 

 

●スマイル BOX 

会員創業創立記念日 

 

西川和吉さん   H2.12.06 

 西 浩二さん  S42.12.14 

河村博文さん  S53.12.1 

●100 万ドルの食事開催 

●プログラム 


